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三角比 平成 年 月 日

1 三角形 ABCにおいて，AB= 2
√

2，∠A= 60◦，cos C =
2
√

2
3
である。

（1）sinC の値を求めよ。

（2）辺 BCの長さを求めよ。

（3）三角形 ABCの面積を求めよ。



三角比 平成 年 月 日

2 図のように，AB= 5，AC= 8，∠A= 60◦の三角形ABC

がある。辺 AC上に AD= 5となる点 Dをとる。

（1）辺 BCの長さを求めよ。

（2）線分 BD の長さを求めよ。また，sin∠CBD の値を求

めよ。

（3）∠BDCの二等分線が辺 BCと交わる点を Eとし，線分

DEを折り目として三角形 CDEを折り返す。頂点 Cが

線分 BD上の点 Fに重なるとき，三角形 BEFの面積を

求めよ。



三角比 平成 年 月 日

3 三角形 ABCがあり，AB= 5，∠A= 60◦ である。また，

三角形 ABCの外接円の半径は
7√
3
である。

（1）辺 BCの長さを求めよ。

（2）辺 ACの長さを求めよ。

（3）三角形 ABCの内接円の半径を求めよ。また，内接円と

辺 AB，BC，CAとの接点をそれぞれ D，E，Fとする

とき，線分 AD，AFと弧 DF(点 Eを含まないほう)で

囲まれる図形の面積を求めよ。



三角比 平成 年 月 日

4 三角形 ABCがあり，AB= 7，BC= 8，CA= 6である。

（1）cos Aの値を求めよ。

（2）三角形ABCの面積 S，および内接円の半径 rを求めよ。

（3）三角形 ABC の内接円の中心を I とする。I より２辺

BC，CAに引いた垂線と各辺との交点をそれぞれD，E

とするとき，三角形 IDEの面積を求めよ。



三角比 平成 年 月 日

5 三角形 ABCにおいて，AB= 2，BC= 3，cos A =
1
3
で

ある。

（1）sinA の値を求めよ。また，三角形 ABC の外接円の半

径を求めよ。

（2）辺 ACの長さを求めよ。

（3）三角形 ABCの外接円の直径が ADとなるように，点 D

をとる。このとき，三角形 BCDの面積を求めよ。



三角比 平成 年 月 日

6 ∠BACが鋭角で，AB= 5，AC= 4，sinA =
3
√

7
8
であ

る△ ABCがある。

（1）△ ABCの面積 S を求めよ。

（2）辺 BCの長さを求めよ。

（3）辺 BC上に点 Dを AD=
√

14
2

BDとなるようにとると

き，線分 BDの長さを求めよ。

（4）(3)のとき，
sin ∠CAD
sin ∠BAD

の値を求めよ。



三角比 平成 年 月 日

7 ∠Aが鈍角の△ ABCにおいて，AB= 3，AC= 7で，△

ABCの面積が 6
√

3である。

（1）sinAの値を求めよ。また，cos Aの値を求めよ。

（2）辺 BCの長さを求めよ。また，∠Bの大きさを求めよ。

（3）△ ABD が正三角形となるように点 D を直線 AB に関

して点 Cと反対側にとる。辺 AB上に BE= 1となる点

E をとり，直線 CE と BD の交点を F とする。このと

き，線分 BFを求めよ。



三角比 平成 年 月 日

8 AB= 2，AC= 1，∠A= 120◦ の△ ABCがある。

（1）辺 BCの長さを求めよ。

（2）辺 AB 上に，CD=
√

3 となる点 D をとる。∠ADC の

大きさを求めよ。

（3）(2) のとき，点 D の直線 BC に関する対称点を E とす

る。△ BCEの面積を求めよ。また ∠ABE= θとすると

き，cos θ の値を求めよ。



三角比 平成 年 月 日

9 AB= 3a，AC= a，BC=4
√

2 を満たす三角形 ABC が

あり，その外接円の半径は 3である。ただし，aは正の

定数とし，∠Aは鋭角とする。

（1）sinAの値を求めよ。

（2）cos Aの値を求めよ。また，aの値を求めよ。

（3）三角形 ABC の外接円の，点 A を含まない弧 BC 上に

点 D をとり，四角形 ABDC をつくる。四角形 ABDC

の面積が最大となるとき，その最大値を求めよ。



三角比 平成 年 月 日

10 AB= 5，AC= 4，面積
15
√

7
4

の鋭角三角形 ABC が

ある。

（1）sinAの値を求めよ。

（2）辺 BCの長さを求めよ。

（3）辺 BC上 (ただし，両端は除く)に点 Pをとり，線分 AP

を直径とする円と辺 AB，AC との交点をそれぞれ Q，

Rとする。QR=
3
√

7
2
のとき，線分 AP，PCの長さを

求めよ。



三角比 平成 年 月 日

11 AB= 5，AC= 7，cos A =
1
7
である三角形 ABC があ

る。辺 BCの中点を D，点 Dから辺 AB，ACに垂線を

ひきその交点をそれぞれ E，Fとする。

（1）辺 BCの長さを求めよ。

（2）線分 DEの長さを求めよ。

（3）三角形 DEFの面積を求めよ。



三角比 平成 年 月 日

12 円に内接する四角形ABCDがあり，∠ABC= 60◦，AC=

5
√

3，sin∠ACB =
3
5
である。

（1）辺 ABの長さを求めよ。

（2）AD= 4x，CD= xのとき，xの値を求めよ。

（3）(2)のとき，四角形 ABCDの面積 S を求めよ。



三角比 平成 年 月 日

13 三角形 ABCがあり，AB= 3，∠A= 120◦，外接円の半

径が
7
√

3
3
である。

（1）辺 BCの長さを求めよ。

（2）辺 ACの長さを求めよ。

（3）三角形 ABCの内接円の半径を求めよ。また，内接円の

中心を Iとするとき，線分 AIの長さを求めよ。



三角比 平成 年 月 日

14 AB= 13，AC= 15で ∠Bが鋭角の△ ABCがあり，外

接円の半径は
65
8
である。

（1）sinB の値を求めよ。

（2）cos B の値を求めよ。また，辺 BCの長さを求めよ。

（3）直線 ACに関して，点 Bと反対側に点 Dを，DA=DC，

∠ADC+∠ABC= 180◦ となるようにとる。線分 DCの

長さとそのときの四角形 ABCDの面積を求めよ。



三角比 平成 年 月 日

15 AB= 2，BC=
√

7，CA= 3の△ ABCがある。

（1）∠BACの大きさを求めよ。

（2）△ ABC の面積を求めよ。また，辺 AC 上に点 D をと

る。△ BCDの面積が
√

3
2
であるとき，CDの長さを求

めよ。

（3）(2)のとき，∠BDCを４等分する３本の直線と辺 BCと

の交点を点 Bから近い方から順に E，F，Gとする。こ

のとき，DGの長さを求め，△ DGFの面積を求めよ。



三角比 平成 年 月 日

16 AB= 3，BC= 4，CA= 2の△ ABCがあり，その外接

円を O とする。

（1）cos B の値を求めよ。

（2）△ ABCの面積 S を求めよ。また，円 O の半径 Rを求

めよ。

（3）円 Oの点 Aを含まない弧 BC上に点 Dを AD= 3とな

るようにとる。ただし，CD< 4とする。線分 CDの長

さを求めよ。さらに，線分 AD，BC の交点を E とし，

△ ABE，△ CDE の面積をそれぞれ S1，S2 とすると

き，
S1

S2
の値を求めよ。



三角比 平成 年 月 日

17 円に内接する四角形 ABCDがあり，AB= 1，AD= 3，

∠BAD= 120◦，BC=CDである。

（1）対角線 BDの長さを求めよ。また，円の半径を求めよ。

（2）線分 ACの長さを求めよ。

（3）∠BACの二等分線と円の交点を Eとする。三角形AEC

の面積を求めよ。



三角比 平成 年 月 日

18 三角形 ABC において，AB= 3，BC= 7，CA= 5 で

ある。

（1）∠Aの大きさを求めよ。また，三角形 ABCの面積を求

めよ。

（2）三角形 ABCの外接円の半径を求めよ。また，点 Aを通

るこの外接円の直径を ADとするとき，BDの長さを求

めよ。

（3）(2)のとき，三角形 BCDの面積を求めよ。



三角比 平成 年 月 日

19 直角三角形ABCがあり，AB= 9，cos A =
1
3
，∠C= 90◦

である。また，辺 AB上に AD= 5である点 Dをとる。

（1）辺 AC，辺 CDの長さをそれぞれ求めよ。

（2）三角形 ACD の外接円と辺 BC との点 C 以外の交点を

Eとするとき，AEの長さを求めよ。

（3）(2)のとき，三角形 CDEの面積を求めよ。



三角比 平成 年 月 日

20 AB=BC= 2
√

7，CA= 8である三角形 ABCがある。

（1）cos B の値を求めよ。

（2）三角形 ABC の外接円の半径 R を求めよ。また，この

外接円の周上に ∠BAD= 120◦ である点 Dをとるとき，

BDの長さを求めよ。

（3）(2)のとき，三角形 BCDの面積を求めよ。



三角比 平成 年 月 日

21 AB=
√

3，BC=
√

13，CA= 2の三角形 ABCがあり，

辺 ACの中点をMとする。

（1）∠BACの大きさを求めよ。

（2）三角形 ABMの面積と線分 BMの長さを求めよ。

（3）線分 BM上に ∠BAD= 30◦ となる点 Dをとる。このと

き，sin ∠ADMの値を求めよ。



三角比 平成 年 月 日

22 鋭角三角形 ABCがあり，AB= 4，BC=
√

21，CA= 5

である。また，△ ABCの外接円の中心をOとし，直線

OBと外接円の交点のうち Bでない方を Dとする。

（1）∠BACの大きさを求めよ。

（2）△ ABCの外接円の半径 Rを求めよ。また，△ ABDの

面積 S を求めよ。

（3）線分 ACと線分 BDの交点を Eとする。線分 AEの長

さを求めよ。



三角比 平成 年 月 日

23 図のように，長さ 2
√

2の線分 ABを直径とする半円周

上に ∠PAB = 45◦，∠QAB = 30◦ となる点 P，Q を

とる。

（1）AP, AQの長さを求めよ。

（2）PQの長さを求めよ。

（3）四角形 ABQPの面積を求めよ。



三角比 平成 年 月 日

24 円 Oに内接する三角形 ABCがあり，AB= 4，BC= 5，

CA= 6である。

（1）cos ∠BAC，sin ∠BACの値を求めよ。

（2）円 O の半径および三角形 ABCの面積を求めよ。

（3）点 Bを通る円 O の直径 BDを引き，直線 ACとの交点

を E とする。このとき，線分 AD の長さを求めよ。ま

た，比 BE:EDを最も簡単な整数の比で表せ。



三角比 平成 年 月 日

25 円に内接する四角形ABCDにおいて，AB= 5，BC= 3，

cos ∠ABC =
1
3
である。

（1）ACの長さを求めよ。

（2）△ABCの面積を求めよ。また，この円の半径を求めよ。

（3）△ ACDの面積が△ ABCの面積の
3
5
であるとき，四角

形 ABCDの周の長さを求めよ。



三角比 平成 年 月 日

26 AB= 3，BC= 2，CA= 4の三角形 ABCがある。三角

形 ABC の外接円を K とし，円 K の周上に点 D をと

る。ただし，点 Dは３点 A, B, Cとは異なる点である。

（1）∠BAC = θ とするとき，cos θ の値を求めよ。

（2）円K の半径を求めよ。また，線分 BDが円K の直径で

あるとき，線分 ADの長さを求めよ。

（3）BD= 3のとき，線分 CDの長さと三角形 BCDの面積

を求めよ。



三角比 平成 年 月 日

27 三角形 ABC があり，AB= 5，BC= 6，cos A =
1
8
で

ある。

（1）sinAの値を求めよ。

（2）三角形 ABCの外接円の半径を求めよ。

（3）辺 ACの長さを求めよ。

（4）点 Aから直線 BCに垂線を引き，交点を Hとするとき，

線分 AHの長さを求めよ。また，三角形 ABCの外接円

の中心を O，直線 AOと直線 BCの交点を Dとすると

き，
OD
AD

の値を求めよ。



三角比 平成 年 月 日

28 半径
7√
3
の円に内接する鋭角三角形 ABC がある。

AB= 5であり，BC= x，CA= x + 1とする。

（1）sinC の値を求めよ。

（2）xの値を求めよ。

（3）頂点A, B, Cから対辺BC, CA, ABに引いた垂線と，各

辺との交点を順に D, E, Fとする。このとき，△ DEF

の面積を求めよ。



三角比 平成 年 月 日

29 平行四辺形 ABCDがあり，AB= 4，BC= 7，sinB =
3
√

5
7
である。ただし，∠Bは鋭角である。

（1）平行四辺形 ABCDの面積を求めよ。

（2）対角線 ACと BDの長さを求めよ。

（3）対角線 AC と BD の交点を O とする。三角形 OAB の

面積を求めよ。



三角比 平成 年 月 日

30 AB= 2，AC= x，∠A = 120◦ の三角形 ABCがある。

（1）BC2 の値を xで表せ。

（2）三角形 ABCの外接円の半径が
√

3のとき，xの値を求

めよ。

（3）辺 BC 上に ∠BAD = 90◦ となるように点 D をとる。

(2)のとき，三角形 ABDの面積を求めよ。



三角比 平成 年 月 日

31 AB= 9，AC= 8，cos A =
2
3
の△ ABCがある。

（1）sinAの値を求めよ。また，△ ABCの面積を求めよ。

（2）辺 BCの長さを求めよ。また，cos C の値を求めよ。

（3）辺 AC (両端を除く) 上に点 P をとり，△ PBC の外接

円の半径を R とする。R の最小値を求めよ。また，R

が最小となるときの三角形 PBCの中心 Oに対して，線

分 OAの長さを求めよ。



三角比 平成 年 月 日

32 △ ABC において，AB= 4，BC= 5，CA= 6 とする。

辺 BC上 (ただし，端点を除く)に点 Dをとり，Dから

２辺 AB，ACにそれぞれ垂線 DE，DFを引く。

（1）cos B，cos C の値をそれぞれ求めよ。

（2）BD= x (0 < x < 5)とおくとき，線分 DE，DFの長さ

をそれぞれ xを用いて表せ。

（3）点 Dが辺 BC上を動くとき，四角形 AEDFの面積の最

大値と，そのときの BDの長さを求めよ。



三角比 平成 年 月 日

33 △ ABC があり，AC= 2，∠A = 120◦，∠B = 45◦ で

ある。

（1）辺 BCの長さを求めよ。

（2）辺 ABの長さを求めよ。

（3）辺 BC上に点Dを ∠BAD = 30◦となるようにとる。直

線 ADに関して Bと対称な点を Eとするとき，四角形

ADECの面積を求めよ。



三角比 平成 年 月 日

34 以下の問いに答えよ。

（1）円に内接する四角形ABCDにおいて，AB= 1，BC= 2，

CD= 3，DA= 4である。円の面積を S，この円に内接

する四角形 ABCD の面積を T とするとき，
S

T
の値を

求めよ。

（2）三角形 ABC において，辺 BC の中点を M とする。こ

のとき，

AB2 + AC2 = 2(AM2 + BM2)

が成り立つことを示せ。

（3）三角錐 ABCDにおいて，辺 CDは底面 ABCに垂直で

ある。また，辺 AB を 1:2 に内分する点を E とする。

AB = 3，∠DAC = 30◦，∠DEC = 45◦，∠DBC = 60◦

であるとき，辺 CDの長さを求めよ。



三角比 平成 年 月 日

35 AB= 5，AC= 8，∠BAC = 60◦ の△ ABCがある。△

ABCの外接円の中心を Oとする。

（1）△ ABCの面積を求めよ。

（2）辺BCの長さを求めよ。また，線分OAの長さを求めよ。

（3）四面体 ABCDがある。点 Dから底面 ABCに垂線 DH

を下ろすと，点 Hは辺 ACの中点であり，OD = OAで

ある。このとき，四面体 ABCDの体積を求めよ。



三角比 平成 年 月 日

36 三角錐ABCDがあり，AC= 3，BC= 1，∠ACB = 120◦，

∠ACD = ∠BCD = 90◦，∠DAC = 30◦ である。

（1）辺 ABの長さを求めよ。

（2）∠ACB の二等分線と辺 AB との交点を E とするとき，

線分 CEの長さを求めよ。

（3）(2)のとき，辺 AB上に AF = BEなる点 Fをとる。線

分 DFの長さを求めよ。



三角比 平成 年 月 日

37 右の図のような四面体 ABCDがあり，AB = AC = 8，

AD = BD = 6
√

2，cos ∠BAC =
4
5
，∠CAD = 45◦ で

ある。辺 ACの中点をMとし，辺 AB上に AC⊥PMと

なるように点 Pを，辺 AD上に AC⊥QMとなるように

点 Qをとる。

（1）tan∠BAC の値を求めよ。また，線分 PM の長さを求

めよ。

（2）線分 PQの長さを求めよ。

（3）点 P から平面 ACDに垂線を引き，その交点を H とす

る。線分 PHの長さを求めよ。



三角比 平成 年 月 日

38 AB= 3，AC= 5，cos ∠BAC =
1
3
を満たす△ ABCを

底面とし，頂点を Pとする四面体 PABCが半径 3の球

面に内接している。

（1）辺 BCの長さを求めよ。また，△ ABCの外接円の半径

を求めよ。

（2）点 Pが球面上を動き，辺 APの長さが最大となるとき，

辺 BPの長さを求めよ。

（3）点 Pが球面上を動くとき，四面体 PABCの体積の最大

値を求めよ。



三角比 平成 年 月 日

39 四角形ABCDがあり，AB= 2，BC= 1+
√

3，∠DAB =

105◦，∠ABC = 60◦，∠BCD = 75◦ である。

（1）対角線 ACの長さと，∠ACBの大きさを求めよ。

（2）△ ACDの面積を求めよ。

（3）三角錐 PACD が半径
√

3 の球に内接するとき，三角錐

PACDの体積の最大値を求めよ。



三角比 平成 年 月 日

40 1辺の長さが 8の正方形 ABCDを底面とする四角錐 O-

ABCDがあり，OA = OB = OC = OD，sin∠OAB =
2
√

2
3
，△ OABの面積が 32

√
2である。

（1）辺 OAの長さを求めよ。また，四角錐 O-ABCDの高さ

を求めよ。

（2）点 Pを辺 OA上に，点 Qを辺 AB上に OP = AQ = x

となるようにとる。三角錐 PAQDの体積の最大値とそ

のときの xの値を求めよ。

（3）(2)の三角錐 PAQDの体積が最大になるとき，点 Aか

ら平面 PQD に下ろした垂線を AH とする。線分 AH

の長さを求めよ。



三角比 平成 年 月 日

41 △ BCD を底面とする正三角錐 ABCD があり，BC =

CD = DB = 2
√

3，AB = AC = AD =
√

19 である。

また，辺 CDの中点をMとする。

（1）線分 AM の長さを求めよ。また，cos ∠AMB の値を求

めよ。

（2）正三角錐 ABCDに内接する球の半径を求めよ。

（3）辺 AC，AD 上 に そ れ ぞ れ 点 E，F を

AE:EC=AF:FD=3:1 となるようにとる。正三角

錐 ABCD の中にあり，平面 BCD および平面 BEF に

接する球のうち，最も大きい球の半径を求めよ。



三角比 平成 年 月 日

42 △ ABC があり，AB= 2，∠A = 60◦，∠C = 45◦ で

ある。

（1）辺 BCの長さを求めよ。

（2）辺 ACの長さを求めよ。

（3）点 A を中心に△ ABC を回転し，点 B，C が移動した

点をそれぞれ D，Eとする。点 Dが辺 BC上の点 (ただ

し，点 Bとは異なる) であるとき，辺 ACと線分 DEの

交点を Fとする。このとき，∠CADの大きさを求めよ。

また，△ CDFの面積を求めよ。


